
人材確保のために 
自社の魅力を 
どう伝えるか！ 

事業承継を 
どう進めるか！ 

景気の波に備えて 
採るべき戦略は 

何か！ 

「知恵の経営」とは 
 

多くの企業には、その強みの源泉となる「知
恵」があります。こだわりの経営方針、独自
の技術を担う人材や経験の蓄積から培ったノ
ウハウ、顧客との強いつながりなどです。 
 

京都府では、中小企業の皆さまが、自社の知
恵を新たな視点で見つめ、「報告書」にまと
める中で、強みの見える化、知恵を使っての
課題克服を促し、経営を発展させるための支
援を行っています。 

問い合わせ先：京都府商工労働観光部ものづくり振興課(TEL:075-414-4851) 
 

詳しくはＷＥＢ「京都府の産業支援について」へ  

  「知恵の経営」認証制度 
 

各社の「報告書」を京都府知事が認証します。 
（評価会は２か月に１回程度、随時受付） 
 
＜認証ポイント＞ 
・知恵の評価 
（強みの特異性・優位性・成長性) 
・知恵の把握と活用 
（強みを活かした事業計画の実現性・市場適合性） 
・知恵の開示 
（強みの説明と成長戦略の具体性） 

「知恵の経営」のサポート 
 

商工会や商工会議所等の中小企業応援隊が「報
告書」づくりをお手伝いします。自社だけでは
気づきにくい強みの掘り起こし、経営戦略の検
討などに、一緒に悩み考え伴走支援を行います
ので、ぜひご相談ください。 
 
＜認証後のメリット＞ 
メルマガ等での支援情報提供、本チラシや府
ホームページでの紹介、資金支援(文化産業振
興資金)、販路開拓(チャレンジ・バイ) 
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目に見えない自社の「強み」を再認識しませんか！ 
 

「知恵の経営」のススメ 

「知恵の経営」認証企業インタビュー 
                   株式会社ミツワ製作所 



 
 
 

 株式会社ミツワ製作所（木津川市）の代表取締役原田泰幸さまにお話をお伺いしました。 

「知恵の経営」認証企業インタビュー 株式会社ミツワ製作所（支援機関：木津川市商工会） 
 

 「断らない、とにかく作る」をモットーにより良い製品作りを目指す！ 

 
 
山城地域で成長を続けるものづくり企業 
 
ーまずは、御社の概要を教えてください。 
 
原田） 弊社は、昭和５３年に創業し、「断らない、とにかく作る」を

モットーに木津川市山城町と綴喜郡井手町にて、金属加工業を中
心に営んでいます。創業から４０年を迎え、紆余曲折しながらも
従業員数５０名、４拠点を持つまでに成長することができました。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
ーすごいですね。御社の社名である「ミツワ」の由来は何かありますで 
しょうか。 
 
原田） 弊社のシンボルマークである３つの輪から来ています。この輪

は、それぞれ「製品」「和（心）」「技術」を表しており、輪の
上部があいているのは新しい風を吹き込むためで、輪の中にとど
まらず、伸びていくことを示しています。創業当時より変わらな
いこの「ものづくり」の精神は、今もしっかりと引き継がれてい
ます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

強みを構築する人材育成体制 
 
ーそうなんですね。御社の事業の特徴を教えてください。 
 
原田） 各種製缶・板金から機械加工（大型５面加工・旋盤その他）、

装置製作と金属加工を中心に事業を行っていますが、企画・設
計・溶接・レーザー加工・機械加工から装置組立・メンテナンス
まで一貫生産できるところが弊社の特徴であり、強みであると思
います。また、積極的に自動化を進めており、レーザー加工にお
いては２４時間稼働を実現しています。溶接については、ロボッ
トではできない形状が多いことなどから、あえて自動溶接機は保
有せず、有資格者による溶接を行っており、機械加工とハンドメ
イドの組み合わせによる高い技術力に自信を持っております。 

 
ーなるほど。 
 
原田） また、弊社では、①資格取得費用の全額負担、②資格取得講

習・試験日の給与保証、③資格手当の拡充、④資格取得のための
教材の提供などの社員の資格取得支援を積極的に行い、溶接作業
を中心に社員の技術的なスキルアップにつなげています。また、
月２回程度を目途に社内勉強会を実施しており、全社員が他部署
の仕事を把握し、個々の仕事がどのように会社に寄与しているの
かを全社員で共有できるようにしています。このように強みを構
築するために人材育成について力を入れています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

ものづくりの魅力を子どもたちへ 
 
ー御社は社会貢献活動にも積極的に取り組まれていますね。 
 
原田）そのとおりです。弊社は、毎年、京都府山城教育局主催の「やま

しろ未来っこサイエンスラリー」に参加しています。お盆前の2日間
に約60名を招待し、工場見学やレーザーカッターで切り込みを入れ
たステンレス恐竜の模型製作を実施しています。また、中学生職場
体験も実施しており、当社の社員が楽しく・分かりやすく、ものづ
くりの魅力をお伝えしております。このように、ものづくりの魅力
に触れる機会を提供することにより、創造性あふれる科学好き・も
のづくり好きな子どもたちを育み、ひいては、将来の地域の産業発
展・活性化を担う人材育成の足がかりとなればと考えております。 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
「知恵の経営」に二度取り組み、さらなる事業展開に寄与 
 
ー素晴らしいですね。ところで「知恵の経営」報告書を二度作成いただ 
いておりますが、それぞれ取り組まれてみていかがでしたか。 
 
原田） 初版作成時には、先代からの将来の事業承継も見据えて弊社の

歴史を振り返り、自社の強みを見つめ直し再認識することができ
ました。弊社では当たり前のことと思っていたことが強みである
こと、社員のポテンシャルやモチベーションが非常に高いことも
分かり、目からうろこが落ちたような思いをいたしました。また、
非常に分かりやすいパンフレット代わりのものが出来ましたので、
製本し展示会等にも持参するなど、営業ツールとしても活用しま
した。その結果、弊社の技術力を理解していただいた新規のお客
様との取引を始めることができるなど、非常に良い効果をもたら
しました。 

 
―なるほど。 
 
原田） 二度目の作成にあたっては、初版時に整理した強みを改めて

整理するとともに、弊社が今後どのように進んでいくのかとい
うことに焦点を当て、経営方針を再構築する形でまとめました。
これにより、社員一丸となって方向性がぶれることなく、仕事
に取り組むことができる羅針盤としての役割を果たすようなも
のが出来上がりましたので、初版時同様に大いに活用している
ところです。 

 
ー「知恵の経営」報告書をうまく御活用いただいているのですね。最後 
 に今後の事業展開を教えてください。 
 
原田） 海外の現地法人も含めて様々なことを検討しているところで

すが、「選択と集中」をしっかり行い、より利益率の高い事業
形態にしていきたいと考えています。というのも、全国的に事
業承継が課題になっていますが、事業承継においては、やはり
「しっかりとメシを食っていけるような事業形態なのか」とい
うのも承継時の大きな問題であります。ものづくりってかっこ
いい、ものづくりでしっかりとメシを食っていけるんだという
ところをこの山城地域から示していきたいと考えています。そ
してその先には、地域の皆様に必要とされ、ミツワ製作所がこ
の地域にあって誇らしいと思ってもらえる会社になっていけれ
ばと考えています。 

 
ー今後の展開が楽しみですね！ 
 
 
 
 
 
 
 
 

（左から、①本店、②機械工場） 

（左から、③製缶工場、④装置組立工場） 

（左から、①ものづくり体験、②工場見学の様子） 


